
(57)【要約】

【課題】　牡蠣のウイルス性食中毒における主な原因物

質であるノロウイルスを、短時間で効果的に二枚貝から

排出させ、または死滅させて、ノロウイルスの感染価を

大幅に低下させる。

【解決手段】　牡蠣浄化用の海水を貯留した浄化槽１に

、電解装置４及び加温装置５を接続する。浄化槽１と電

解装置４との間で海水を循環させながら電解装置４にお

いて海水を電解水にする。また、浄化槽１と加温装置５

との間で海水を循環させながら加温装置５を２０℃に加

温する。これにより、生理活性によって牡蠣内部を通過

する電解水の水流によって牡蠣内のノロウイルスを排出

させ、この排出したノロウイルスを電解水によって死滅

させる。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 二 枚 貝 の 内 部 に 取 り 込 ま れ て い る ノ ロ ウ イ ル ス を 二 枚 貝 か ら 排 出 す る こ と に よ り 二 枚 貝
を 浄 化 す る 方 法 で あ っ て 、
　 電 解 水 で 成 る 浄 化 水 を 貯 留 し た 浄 化 槽 内 に 二 枚 貝 を 入 れ 、 こ の 二 枚 貝 が 生 理 活 性 を 行 う
温 度 と な る よ う に 上 記 電 解 水 を 温 度 管 理 す る こ と に よ り 、 二 枚 貝 の 生 理 活 性 に 伴 っ て 電 解
水 を 二 枚 貝 の 内 部 に 通 過 さ せ て 貝 内 の ノ ロ ウ イ ル ス を 水 流 と 共 に 貝 外 に 排 出 さ せ 、 且 つ こ
の ノ ロ ウ イ ル ス を 電 解 水 に よ っ て 死 滅 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 二 枚 貝 の 浄 化 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 二 枚 貝 の 浄 化 方 法 に お い て 、
　 電 解 水 で 成 る 浄 化 水 は 、 １ ０ ～ ４ ３ ℃ の 範 囲 内 に 温 度 管 理 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る
二 枚 貝 の 浄 化 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 二 枚 貝 の 内 部 に 取 り 込 ま れ て い る ノ ロ ウ イ ル ス を 死 滅 さ せ る こ と に よ り 二 枚 貝 を 浄 化 す
る 方 法 で あ っ て 、
　 浄 化 水 を 貯 留 し た 浄 化 槽 内 に 二 枚 貝 を 入 れ 、 水 温 が ２ ０ ～ ４ ３ ℃ と な る よ う に こ の 浄 化
水 を 温 水 と し て 温 度 管 理 す る こ と に よ り 、 二 枚 貝 の 内 部 に 取 り 込 ま れ て い る ノ ロ ウ イ ル ス
に 温 水 を 接 触 さ せ 、 ま た 、 二 枚 貝 の 生 理 活 性 に 伴 っ て 貝 外 に 排 出 さ れ た ノ ロ ウ イ ル ス に 温
水 を 接 触 さ せ る こ と に よ り ノ ロ ウ イ ル ス を 死 滅 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 二 枚 貝 の 浄 化 方 法
。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ 、 ２ ま た は ３ 記 載 の 二 枚 貝 の 浄 化 方 法 に お い て 、
　 浄 化 槽 内 の 浄 化 水 の 残 留 塩 素 濃 度 は ０ ． ３ ｐ ｐ ｍ 以 下 に 設 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す
る 二 枚 貝 の 浄 化 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ ～ ４ の う ち 何 れ か 一 つ に 記 載 の 二 枚 貝 の 浄 化 方 法 に お い て 、
　 浄 化 水 に 紫 外 線 照 射 を 行 っ て い る こ と を 特 徴 と す る 二 枚 貝 の 浄 化 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 上 記 請 求 項 １ ～ ５ の う ち 何 れ か 一 つ に 記 載 の 二 枚 貝 の 浄 化 方 法 に よ っ て 浄 化 さ れ た 二 枚
貝 を 、 浄 化 槽 か ら 取 り 出 し て 密 閉 容 器 内 に 入 れ 、 こ の 密 閉 容 器 内 を ３ ０ ℃ 以 上 で ５ ０ ℃ 未
満 の 温 度 ま で 加 熱 し 、 且 つ 密 閉 容 器 内 の 圧 力 を １ ０ ０ Ｍ Ｐ ａ 未 満 に 設 定 す る こ と に よ り 二
枚 貝 を 開 殻 す る と 共 に 、 貝 内 の ノ ロ ウ イ ル ス を 死 滅 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 二 枚 貝 の 浄 化
方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 上 記 請 求 項 １ ～ ６ の う ち 何 れ か 一 つ に 記 載 の 二 枚 貝 の 浄 化 方 法 に よ る 浄 化 性 能 を 判 定 す
る た め の 判 定 方 法 で あ っ て 、
　 ノ ロ ウ イ ル ス の 代 替 ウ イ ル ス と し て ネ コ カ リ シ ウ イ ル ス を 使 用 し 、 二 枚 貝 の 内 部 に ネ コ
カ リ シ ウ イ ル ス を 取 り 込 ま せ た 状 態 で 、 上 記 請 求 項 １ ～ ６ の う ち 何 れ か 一 つ に 記 載 の 二 枚
貝 の 浄 化 方 法 を 実 施 し 、 ウ イ ル ス 感 染 価 を 計 測 す る こ と に よ っ て 浄 化 性 能 を 判 定 す る こ と
を 特 徴 と す る 二 枚 貝 の 浄 化 判 定 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 二 枚 貝 の 内 部 に 取 り 込 ま れ て い る ノ ロ ウ イ ル ス を 二 枚 貝 か ら 排 出 す る こ と に よ り 二 枚 貝
を 浄 化 す る た め の 浄 化 装 置 で あ っ て 、
　 浄 化 水 を 貯 留 し た 浄 化 槽 と 、
　 こ の 浄 化 水 を 電 気 分 解 す る こ と に よ っ て 電 解 水 を 生 成 す る 電 解 手 段 と 、
　 上 記 電 解 水 を 、 二 枚 貝 が 生 理 活 性 を 行 う 温 度 と な る よ う に 温 度 調 整 す る 温 度 調 整 手 段 と
を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 二 枚 貝 の 浄 化 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 二 枚 貝 の 内 部 に 取 り 込 ま れ て い る ノ ロ ウ イ ル ス を 死 滅 さ せ る こ と に よ り 二 枚 貝 を 浄 化 す
る た め の 浄 化 装 置 で あ っ て 、
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　 浄 化 水 を 貯 留 し た 浄 化 槽 と 、
　 こ の 浄 化 水 の 温 度 が ２ ０ ～ ４ ３ ℃ と な る よ う に 温 度 調 整 す る 温 度 調 整 手 段 と を 備 え て い
る こ と を 特 徴 と す る 二 枚 貝 の 浄 化 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 牡 蠣 等 の 二 枚 貝 の 内 部 に 取 り 込 ま れ て い る ノ ロ ウ イ ル ス を 排 出 ま た は 死 滅 さ
せ て 二 枚 貝 を 浄 化 す る 方 法 、 こ の 方 法 に よ る 浄 化 に 対 す る 判 定 方 法 及 び こ の 浄 化 方 法 を 実
施 す る た め の 浄 化 装 置 に 係 る 。 特 に 、 本 発 明 は 、 短 時 間 で ノ ロ ウ イ ル ス の 感 染 価 を 大 幅 に
低 下 さ せ る こ と を 可 能 と す る た め の 対 策 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 よ り 、 活 魚 介 類 等 を 洗 浄 ・ 殺 菌 す る 方 法 と し て は 、 次 亜 塩 素 酸 ソ ー ダ 、 紫 外 線 、 オ
ゾ ン な ど が 使 用 さ れ て い る 。 次 亜 塩 素 酸 ソ ー ダ を 使 用 す る 方 法 （ 例 え ば 下 記 の 特 許 文 献 １
参 照 ） で は 、 遊 離 残 留 塩 素 濃 度 が １ ０ な い し ２ ０ ｐ ｐ ｍ と い う 高 い 濃 度 液 で 処 理 し て も 十
分 な 殺 菌 効 果 を 得 る こ と が で き な い と い う 課 題 が あ る 。 紫 外 線 を 使 用 す る 方 法 （ 例 え ば 下
記 の 特 許 文 献 ２ 参 照 ） で は 、 浅 い 水 槽 で な く て は 効 果 が 少 な く 、 ま た 水 中 の 懸 濁 粒 子 に よ
り 遮 光 さ れ て し ま う と 十 分 な 効 果 を 得 る こ と が で き な い 。 オ ゾ ン を 使 用 す る 方 法 （ 例 え ば
下 記 の 特 許 文 献 ３ 参 照 ） は 、 殺 菌 効 果 は 高 い が 、 残 留 オ キ シ ダ ン ト の 人 に 対 す る 毒 性 が 高
く 、 金 属 性 の タ ン ク や 配 管 の 腐 食 を 招 い て し ま う た め 使 用 し 難 い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 と こ ろ で 、 平 成 ５ 年 ９ 月 、 厚 生 省 （ 現 厚 生 労 働 省 ） は カ リ シ ウ イ ル ス 族 の ノ ロ ウ イ ル ス
を 食 中 毒 原 因 物 質 と し て 指 定 し た 。 こ の ノ ロ ウ イ ル ス は 、 牡 蠣 の ウ イ ル ス 性 食 中 毒 に お け
る 主 な 原 因 物 質 で あ る 。 つ ま り 、 牡 蠣 の 中 腸 腺 に 蓄 積 し た ノ ロ ウ イ ル ス が 、 こ の 牡 蠣 を 加
熱 処 理 す る こ と な く 食 し た 者 の 体 内 に 侵 入 し た 後 、 腸 等 の 粘 膜 細 胞 内 で 増 殖 す る こ と に 伴
っ て 、 下 痢 や 嘔 吐 、 発 熱 等 の 胃 腸 炎 症 状 が 誘 起 さ れ る 。 実 際 、 食 中 毒 症 状 を 訴 え る 者 の 吐
瀉 物 に 菌 類 が 検 出 さ れ な い 場 合 、 こ の ノ ロ ウ イ ル ス が 検 出 さ れ る こ と が 多 い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の ノ ロ ウ イ ル ス に よ る ウ イ ル ス 性 食 中 毒 を 防 止 す る た め に は 、 食 物 中 の ウ イ ル ス 数 を
減 少 さ せ る べ く 、 ウ イ ル ス の 増 殖 を 阻 害 す る 物 質 や ウ イ ル ス を 死 滅 さ せ る 物 質 を 使 用 す れ
ば よ い こ と が 想 起 さ れ る 。 こ の 物 質 を 見 出 す た め に は 、 先 ず 、 ノ ロ ウ イ ル ス の 培 養 技 術 を
確 立 す る 必 要 が あ る が 、 こ の ノ ロ ウ イ ル ス は 、 人 の 腸 管 細 胞 で し か 増 殖 し な い た め 、 そ の
培 養 環 境 を 実 現 す る こ と が 難 し く 、 未 だ 培 養 技 術 は 確 立 さ れ て い な い 。 こ の た め 、 ど の よ
う な 物 質 が ノ ロ ウ イ ル ス に 対 し て 滅 ウ イ ル ス 能 を 有 す る か を 検 討 す る こ と は 著 し く 困 難 で
あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ９ － ３ ０ ８ ８ ８ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 １ ０ － ２ ４ ９ ３ ６ ４ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ０ ６ ８ ５ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 述 し た こ れ ま で の 殺 菌 方 法 （ 次 亜 塩 素 酸 ソ ー ダ 、 紫 外 線 、 オ ゾ ン を 使 用 す る 方 法 ） に
よ り ノ ロ ウ イ ル ス を あ る 程 度 ま で 死 滅 さ せ る こ と は 可 能 で あ る も の の 、 未 だ 十 分 な 効 果 （
食 中 毒 を 発 症 さ せ な い 程 度 ま で ウ イ ル ス 数 を 確 実 に 減 少 さ せ る 効 果 ） は 得 ら れ て い な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 具 体 的 に は 、 ノ ロ ウ イ ル ス に よ る 食 中 毒 は 、 １ ０ ０ 個 程 度 の ノ ロ ウ イ ル ス を 人 が 摂 取 す
る こ と に よ り 発 症 す る と 言 わ れ て い る 。 ノ ロ ウ イ ル ス を 取 り 込 ん で い る 牡 蠣 の １ 個 当 た り
の 平 均 的 な ノ ロ ウ イ ル ス 数 は 数 千 個 （ 例 え ば ５ 千 個 ） で あ る 。 人 が 一 度 に 食 べ る 生 牡 蠣 の
個 数 を 最 大 で も ８ 個 と 仮 定 と す る と 、 確 実 に 発 症 を 回 避 で き る よ う に す る た め に は 、 牡 蠣
１ 個 当 た り の ノ ロ ウ イ ル ス 数 を １ ／ １ ０ ０ ０ 程 度 ま で 減 少 さ せ る （ 総 摂 取 ウ イ ル ス 数 を ４
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０ 個 程 度 ま で 減 少 さ せ て 確 実 に 発 症 を 回 避 で き る よ う に す る ） 必 要 が あ る 。 こ れ ま で の 殺
菌 方 法 を 使 用 し て ノ ロ ウ イ ル ス を 死 滅 さ せ よ う と し た 場 合 、 ノ ロ ウ イ ル ス 数 を １ ／ １ ０ ０
０ 程 度 ま で 減 少 さ せ る こ と は 困 難 で あ り 、 ま た 、 そ の 信 頼 性 も 得 ら れ て い な い の が 実 情 で
あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の よ う に 、 牡 蠣 の ウ イ ル ス 性 食 中 毒 に お け る 主 な 原 因 物 質 で あ る ノ ロ ウ イ ル ス に つ い
て の 滅 ウ イ ル ス に 関 す る 技 術 は 未 だ 確 立 さ れ て い な い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 か か る 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は 、 二 枚 貝 、
特 に 牡 蠣 の ウ イ ル ス 性 食 中 毒 に お け る 主 な 原 因 物 質 で あ る ノ ロ ウ イ ル ス を 、 短 時 間 で 効 果
的 に 二 枚 貝 か ら 排 出 さ せ 、 ま た は 死 滅 さ せ て 、 ノ ロ ウ イ ル ス の 感 染 価 を 大 幅 に 低 下 さ せ る
こ と を 可 能 に す る 二 枚 貝 の 浄 化 方 法 、 こ の 方 法 に よ る 浄 化 に 対 す る 判 定 方 法 及 び 二 枚 貝 の
浄 化 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 － 発 明 の 概 要 －
　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め に 講 じ ら れ た 本 発 明 の 解 決 手 段 は 、 二 枚 貝 の 生 理 活 性 （ プ ラ
ン ク ト ン や 酸 素 を 取 り 込 む た め の 運 動 ） を 有 効 利 用 し て ノ ロ ウ イ ル ス を 排 出 ま た は 死 滅 さ
せ る よ う に し て い る 。 つ ま り 、 こ の 生 理 活 性 に よ っ て 二 枚 貝 の 内 部 を 水 が 常 時 通 過 す る こ
と か ら 、 こ の 水 流 に よ っ て 貝 内 の ノ ロ ウ イ ル ス を 貝 外 に 排 出 さ せ 、 こ の 排 出 し た ノ ロ ウ イ
ル ス を 電 解 水 に よ っ て 死 滅 さ せ る よ う に し て い る 。 ま た 、 二 枚 貝 の 内 部 に 、 温 度 管 理 さ れ
た 温 水 を 通 過 さ せ る こ と に よ り 、 ノ ロ ウ イ ル ス を 高 温 下 に 常 時 晒 し て 死 滅 さ せ る よ う に し
て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 － 解 決 手 段 －
　 具 体 的 に 、 本 発 明 は 、 二 枚 貝 の 内 部 に 取 り 込 ま れ て い る ノ ロ ウ イ ル ス を 二 枚 貝 か ら 排 出
す る こ と に よ り 二 枚 貝 を 浄 化 す る 方 法 を 前 提 と す る 。 こ の 二 枚 貝 の 浄 化 方 法 に 対 し 、 電 解
水 で 成 る 浄 化 水 を 貯 留 し た 浄 化 槽 内 に 二 枚 貝 を 入 れ 、 こ の 二 枚 貝 が 生 理 活 性 を 行 う 温 度 と
な る よ う に 上 記 電 解 水 を 温 度 管 理 す る こ と に よ り 、 二 枚 貝 の 生 理 活 性 に 伴 っ て 電 解 水 を 二
枚 貝 の 内 部 に 通 過 さ せ て 貝 内 の ノ ロ ウ イ ル ス を 水 流 と 共 に 貝 外 に 排 出 さ せ 、 且 つ こ の ノ ロ
ウ イ ル ス を 電 解 水 に よ っ て 死 滅 さ せ る よ う に し て い る 。 こ の 場 合 、 電 解 水 で 成 る 浄 化 水 は
１ ０ ～ ４ ３ ℃ の 範 囲 内 で 温 度 管 理 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の 特 定 事 項 に よ り 、 浄 化 槽 内 に 入 れ ら れ た 二 枚 貝 は 、 そ の 生 理 活 性 に よ り 浄 化 槽 内 の
電 解 水 を 殻 内 に 取 り 込 む と 共 に 、 殻 内 の 電 解 水 を 排 出 す る 。 つ ま り 、 水 中 の プ ラ ン ク ト ン
を 濾 し 取 る と 共 に 酸 素 を 吸 収 す る た め の 繊 毛 運 動 を 行 う 。 こ れ に よ り 、 電 解 水 は 二 枚 貝 の
内 部 を 通 過 す る こ と に な り 、 こ の 通 過 に 伴 っ て 貝 内 の ノ ロ ウ イ ル ス は 水 流 と 共 に 貝 外 に 排
出 さ れ 、 貝 内 の 浄 化 が 行 わ れ る 。 ま た 、 こ の 排 出 さ れ た ノ ロ ウ イ ル ス は 電 解 水 に 常 時 接 触
し た 状 態 と な り こ の 電 解 水 の 作 用 に よ っ て 死 滅 す る 。 こ の た め 、 殻 内 に 取 り 込 ま れ る 電 解
水 内 に 存 在 す る ノ ロ ウ イ ル ス 数 も 低 減 さ れ 、 ノ ロ ウ イ ル ス の 感 染 価 を 大 幅 に 低 下 さ せ る こ
と が 可 能 に な る 。 ま た 、 貝 内 に 残 存 し 続 け る ノ ロ ウ イ ル ス に 対 し て も 電 解 水 が 上 記 接 触 す
る こ と に な り 死 滅 さ せ る こ と が で き る 。 電 解 水 を 上 記 温 度 に 管 理 す る 理 由 は 、 浄 化 水 の 温
度 が １ ０ ℃ 未 満 で あ る と 、 二 枚 貝 の 生 理 活 性 が 行 わ れ な く な り ノ ロ ウ イ ル ス の 排 出 が で き
な く な っ て し ま う か ら で あ り 、 浄 化 水 の 温 度 が ４ ３ ℃ を 越 え る と 、 二 枚 貝 の タ ン パ ク 質 に
熱 変 性 が 生 じ て し ま っ て 生 理 活 性 が 不 能 に な っ て し ま う か ら で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 こ の 二 枚 貝 の 浄 化 方 法 を 実 施 す る た め の 浄 化 装 置 も 本 発 明 の 技 術 的 思 想 の 範 疇 で
あ る 。 つ ま り 、 浄 化 水 を 貯 留 し た 浄 化 槽 と 、 こ の 浄 化 水 を 電 気 分 解 す る こ と に よ っ て 電 解
水 を 生 成 す る 電 解 手 段 と 、 上 記 電 解 水 を 、 二 枚 貝 が 生 理 活 性 を 行 う 温 度 と な る よ う に 温 度
調 整 す る 温 度 調 整 手 段 と を 備 え た 浄 化 装 置 で あ る 。
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【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 二 枚 貝 の 浄 化 方 法 に 係 る 他 の 解 決 手 段 と し て 以 下 の も の が 掲 げ ら れ る 。 つ ま り 、
二 枚 貝 の 内 部 に 取 り 込 ま れ て い る ノ ロ ウ イ ル ス を 死 滅 さ せ る こ と に よ り 二 枚 貝 を 浄 化 す る
方 法 を 前 提 と す る 。 こ の 二 枚 貝 の 浄 化 方 法 に 対 し 、 浄 化 水 を 貯 留 し た 浄 化 槽 内 に 二 枚 貝 を
入 れ 、 水 温 が ２ ０ ～ ４ ３ ℃ と な る よ う に 上 記 浄 化 水 を 温 水 と し て 温 度 管 理 す る こ と に よ り
、 二 枚 貝 の 内 部 に 取 り 込 ま れ て い る ノ ロ ウ イ ル ス に 温 水 を 接 触 さ せ 、 ま た 、 二 枚 貝 の 生 理
活 性 に 伴 っ て 貝 外 に 排 出 さ れ た ノ ロ ウ イ ル ス に 温 水 を 接 触 さ せ る こ と に よ り ノ ロ ウ イ ル ス
を 死 滅 さ せ る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ノ ロ ウ イ ル ス は 高 温 下 に 晒 さ れ る こ と で 活 性 を 失 い 、 や が て 死 滅 す る こ と が 知 ら れ て い
る 。 本 解 決 手 段 に よ れ ば 、 二 枚 貝 を 温 水 中 に 存 在 さ せ る こ と に よ り ノ ロ ウ イ ル ス を 死 滅 さ
せ る こ と が 可 能 で あ る 。 こ の 場 合 、 浄 化 槽 内 の 水 温 は ２ ０ ～ ４ ３ ℃ の 間 の 所 定 温 度 に 設 定
さ れ る 。 つ ま り 、 二 枚 貝 の 生 理 活 性 が 行 わ れ る 範 囲 で あ っ て 比 較 的 高 い 値 に 設 定 さ れ る 。
こ の た め 、 二 枚 貝 の 生 理 活 性 に よ る ノ ロ ウ イ ル ス の 排 出 動 作 を 行 わ せ な が ら も 、 貝 内 部 及
び 貝 外 部 の ノ ロ ウ イ ル ス に 温 水 を 接 触 さ せ る こ と で 、 貝 内 の ノ ロ ウ イ ル ス 数 及 び 浄 化 槽 内
の ノ ロ ウ イ ル ス 生 存 数 を 削 減 す る こ と が で き る 。 浄 化 水 を 上 記 温 度 に 管 理 す る 理 由 は 、 浄
化 水 の 温 度 が ２ ０ ℃ 未 満 で あ る と 、 水 温 が 低 す ぎ て ノ ロ ウ イ ル ス を 死 滅 さ せ る こ と が で き
な い か ら で あ り 、 浄 化 水 の 温 度 が ４ ３ ℃ を 越 え る と 、 二 枚 貝 の タ ン パ ク 質 に 熱 変 性 が 生 じ
て し ま っ て 生 理 活 性 が 不 能 に な っ て し ま う か ら で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 こ の 二 枚 貝 の 浄 化 方 法 を 実 施 す る た め の 浄 化 装 置 も 本 発 明 の 技 術 的 思 想 の 範 疇 で
あ る 。 つ ま り 、 浄 化 水 を 貯 留 し た 浄 化 槽 と 、 こ の 浄 化 水 の 温 度 が ２ ０ ～ ４ ３ ℃ と な る よ う
に 温 度 調 整 す る 温 度 調 整 手 段 と を 備 え た 浄 化 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 二 枚 貝 の 浄 化 効 果 を よ り 高 め る た め に 付 加 さ れ る 特 定 事 項 と し て は 以 下 の も の が 掲 げ ら
れ る 。 先 ず 、 浄 化 槽 内 の 浄 化 水 の 残 留 塩 素 濃 度 を ０ ． ３ ｐ ｐ ｍ 以 下 に 設 定 す る こ と で あ る
。 浄 化 水 の 残 留 塩 素 濃 度 が ０ ． ３ ｐ ｐ ｍ を 越 え て し ま う と 、 二 枚 貝 が 生 理 活 性 を 停 止 し て
ウ イ ル ス 排 出 動 作 が 行 え な く な る 可 能 性 が あ る 。 こ の た め 、 残 留 塩 素 濃 度 を ０ ． ３ ｐ ｐ ｍ
以 下 に 設 定 す る こ と で 、 二 枚 貝 の 生 理 活 性 に 伴 う ウ イ ル ス 排 出 動 作 が 確 実 に 行 え る こ と に
な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 浄 化 水 に 紫 外 線 照 射 を 行 う こ と が 掲 げ ら れ る 。 こ の 紫 外 線 照 射 に よ り 、 浄 化 槽 内
の 浄 化 水 （ 貝 外 の 浄 化 水 ） 中 に 生 存 し て い る ウ イ ル ス を 死 滅 さ せ る こ と が で き 、 浄 化 槽 内
全 体 に お け る ウ イ ル ス の 感 染 価 を 大 幅 に 低 下 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 二 枚 貝 を 剥 き 身 に 加 工 す る 際 に も 以 下 の 工 程 に よ っ て ウ イ ル ス の 感 染 価 を 低 下 さ
せ る こ と が で き る 。 つ ま り 、 上 記 浄 化 さ れ た 二 枚 貝 を 、 浄 化 槽 か ら 取 り 出 し て 密 閉 容 器 内
に 入 れ 、 こ の 密 閉 容 器 内 を ３ ０ ℃ 以 上 で ５ ０ ℃ 未 満 の 温 度 ま で 加 熱 し 、 且 つ 密 閉 容 器 内 の
圧 力 を １ ０ ０ Ｍ Ｐ ａ 未 満 に 設 定 す る こ と に よ り 二 枚 貝 を 開 殻 す る と 共 に 、 貝 内 の ノ ロ ウ イ
ル ス を 死 滅 さ せ る も の で あ る 。 こ の よ う な 温 度 及 び 圧 力 管 理 の 元 で 剥 き 身 加 工 す る こ と に
よ り 、 貝 内 に 残 存 し て い る ウ イ ル ス を 死 滅 さ せ る こ と が で き ウ イ ル ス の 感 染 価 を 確 実 に 低
下 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 更 に 、 上 述 し た 各 解 決 手 段 の う ち 何 れ か 一 つ の 二 枚 貝 の 浄 化 方 法 に よ る 浄 化 性 能 を 判 定
す る た め の 判 定 方 法 も 本 発 明 の 技 術 的 思 想 の 範 疇 で あ る 。 つ ま り 、 ノ ロ ウ イ ル ス の 代 替 ウ
イ ル ス と し て ネ コ カ リ シ ウ イ ル ス を 使 用 し 、 二 枚 貝 の 内 部 に ネ コ カ リ シ ウ イ ル ス を 取 り 込
ま せ た 状 態 で 、 上 記 各 解 決 手 段 の う ち 何 れ か 一 つ の 二 枚 貝 の 浄 化 方 法 を 実 施 し 、 ウ イ ル ス
感 染 価 を 計 測 す る こ と に よ っ て 浄 化 性 能 を 判 定 す る 浄 化 判 定 方 法 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
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　 本 発 明 で は 、 二 枚 貝 の 生 理 活 性 を 有 効 利 用 し て 貝 内 の ノ ロ ウ イ ル ス を 貝 外 に 排 出 さ せ 、
こ の 排 出 し た ノ ロ ウ イ ル ス を 電 解 水 に よ っ て 死 滅 さ せ る よ う に し て い る 。 ま た 、 二 枚 貝 の
内 部 に 温 度 管 理 さ れ た 温 水 を 通 過 さ せ る こ と に よ り 、 ノ ロ ウ イ ル ス を 高 温 下 に 常 時 晒 し て
死 滅 さ せ る よ う に し て い る 。 こ の た め 、 従 来 の 殺 菌 方 法 （ 次 亜 塩 素 酸 ソ ー ダ 、 紫 外 線 、 オ
ゾ ン を 使 用 す る 方 法 ） で は 実 現 で き な か っ た 高 い 滅 ウ イ ル ス 効 果 を 得 る こ と が で き 、 ノ ロ
ウ イ ル ス 数 を １ ／ １ ０ ０ ０ 程 度 ま で 確 実 に 減 少 さ せ る こ と が 可 能 に な る 。 そ の 結 果 、 二 枚
貝 の ウ イ ル ス 性 食 中 毒 を 確 実 に 予 防 で き る 。 ま た 、 上 述 し た 各 解 決 手 段 の う ち 、 二 枚 貝 が
生 理 活 性 を 行 う 温 度 と な る よ う に 上 記 電 解 水 を 温 度 管 理 す る こ と と 、 温 度 及 び 圧 力 管 理 の
元 で 剥 き 身 加 工 す る こ と と を 組 み 合 わ せ る こ と に よ り 、 ノ ロ ウ イ ル ス 数 を １ ／ １ ０ ０ ０ ０
程 度 ま で 減 少 さ せ る こ と も 可 能 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。 本 実 施 形 態 で は 、 二 枚 貝 と し て
牡 蠣 を 浄 化 す る た め に 本 発 明 を 適 用 し た 場 合 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 （ 第 １ 実 施 形 態 ）
　 図 １ は 、 本 形 態 に 係 る 浄 化 装 置 と し て の 浄 化 シ ス テ ム １ の 全 体 構 成 の 概 略 を 示 す 模 式 図
で あ る 。 こ の 図 に 示 す よ う に 、 本 浄 化 シ ス テ ム １ は 、 浄 化 槽 ２ 、 濾 過 装 置 ３ 、 電 解 手 段 と
し て の 電 解 装 置 ４ 、 温 度 調 整 手 段 と し て の 加 温 装 置 ５ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 浄 化 槽 ２ は 、 上 部 開 放 型 の 水 槽 で あ っ て 、 貯 水 量 が 例 え ば 数 百 リ ッ ト ル の も の で あ り 、
内 部 に 数 十 個 の 牡 蠣 を 生 息 さ せ る こ と が 可 能 な 大 き さ で あ る 。 尚 、 こ の 浄 化 槽 ２ の 大 き さ
は 特 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 ま た 、 上 部 閉 鎖 型 の 浄 化 槽 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 濾 過 装 置 ３ は 、 内 部 に 中 空 子 膜 を 有 し て い る と 共 に 、 海 水 導 入 管 ３ １ 及 び 濾 過 水 供 給 管
３ ２ が 接 続 さ れ て い る 。 こ の 濾 過 水 供 給 管 ３ ２ の 一 端 （ 下 流 端 ） は 上 記 浄 化 槽 ２ の 上 方 で
開 放 さ れ て い る 。 こ の た め 、 海 水 導 入 管 ３ １ に 備 え ら れ た ポ ン プ ３ ３ か ら 汲 み 上 げ ら れ た
海 水 は 、 濾 過 装 置 ３ の 内 部 で 中 空 子 膜 を 通 過 す る こ と に よ り 、 不 純 物 （ ゴ ミ な ど ） が 濾 過
さ れ た 後 、 濾 過 水 供 給 管 ３ ２ を 経 て 浄 化 槽 ２ 内 に 供 給 さ れ る よ う に な っ て い る 。 尚 、 こ の
浄 化 槽 ２ へ の 海 水 供 給 動 作 は 、 本 浄 化 シ ス テ ム １ の 使 用 開 始 時 （ 牡 蠣 を 投 入 す る 前 ） に 行
わ れ る 。 ま た 、 浄 化 槽 ２ 内 の 海 水 を 入 れ 換 え る 場 合 や 、 浄 化 槽 ２ 内 の 海 水 量 が 減 少 し た 場
合 に も 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 電 解 装 置 ４ は 、 ポ ン プ ４ ３ を 備 え た 海 水 取 り 出 し 管 ４ １ 及 び 海 水 戻 し 管 ４ ２ に よ っ て 浄
化 槽 ２ に 接 続 さ れ て い る 。 つ ま り 、 こ の 電 解 装 置 ４ は 浄 化 槽 ２ と の 間 で 海 水 の 循 環 回 路 を
構 成 し て い る 。 ま た 、 こ の 電 解 装 置 ４ に は 、 導 入 さ れ た 海 水 を 電 気 分 解 す る た め の 図 示 し
な い 電 極 が 内 装 さ れ て お り 、 浄 化 槽 ２ と の 間 で 海 水 を 循 環 さ せ な が ら 、 こ の 海 水 を 電 解 水
に 生 成 し て い く よ う に な っ て い る 。 例 え ば 、 白 金 電 極 を 用 い 、 直 流 １ ０ Ｖ で ２ Ａ 前 後 の 電
流 に よ っ て 電 気 分 解 を 行 う こ と な ど が 掲 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 こ の 電 解 装 置 ４ に は 、 紫 外 線 照 射 装 置 （ 紫 外 線 ラ ン プ ） ６ が 備 え ら れ て い る 。 つ
ま り 、 こ の 電 解 装 置 ４ 内 の 海 水 に 対 し て 紫 外 線 （ 例 え ば １ ． ０ × １ ０ 4 μ Ｗ ・ ｓ ｅ ｃ ／ ｃ
ｍ 2 ） を 照 射 （ 電 解 装 置 ４ 内 の 水 面 上 か ら の 照 射 ま た は 水 中 に 紫 外 線 ラ ン プ を 沈 め る こ と
に よ る 水 中 照 射 ） す る こ と に よ り 殺 菌 や 滅 ウ イ ル ス 効 果 が 得 ら れ る よ う に し て い る 。 こ の
た め 、 電 解 装 置 ４ か ら 海 水 戻 し 管 ４ ２ を 経 て 浄 化 槽 ２ に 戻 さ れ る 海 水 （ 電 解 水 ） 中 の 細 菌
や ウ イ ル ス は 、 紫 外 線 照 射 に よ っ て 大 半 が 死 滅 し た 状 態 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 加 温 装 置 ５ は 、 ポ ン プ ５ ３ を 備 え た 海 水 取 り 出 し 管 ５ １ 及 び 海 水 戻 し 管 ５ ２ に よ っ て 浄
化 槽 ２ に 接 続 さ れ て い る 。 つ ま り 、 こ の 加 温 装 置 ５ は 浄 化 槽 ２ と の 間 で 海 水 の 循 環 回 路 を
構 成 し て い る 。 ま た 、 こ の 加 温 装 置 ５ に は 、 導 入 さ れ た 海 水 を 所 定 温 度 ま で 加 熱 す る た め
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の 図 示 し な い ヒ ー タ が 内 装 さ れ て お り 、 浄 化 槽 ２ と の 間 で 海 水 を 循 環 さ せ な が ら 、 こ の 海
水 を 所 定 温 度 の 温 水 に 生 成 し て い く よ う に な っ て い る 。 具 体 的 に は 、 海 水 を ２ ０ ℃ の 温 水
に 生 成 す る よ う に な っ て い る 。 つ ま り 、 こ の 加 温 装 置 ５ の 内 部 ま た は 海 水 取 り 出 し 管 ５ １
に は 温 度 セ ン サ が 設 置 さ れ て お り 、 そ の セ ン シ ン グ 温 度 が ２ ０ ℃ に 達 す る ま で は ヒ ー タ を
Ｏ Ｎ 作 動 さ せ て 海 水 を 加 温 す る 一 方 、 セ ン シ ン グ 温 度 が ２ ０ ℃ に 達 す る と ヒ ー タ を Ｏ Ｆ Ｆ
作 動 さ せ る よ う に な っ て い る 。 ま た 、 セ ン シ ン グ 温 度 が ２ ０ ℃ を 下 回 る と 再 び ヒ ー タ を Ｏ
Ｎ 作 動 さ せ て 海 水 を 一 定 温 度 に 維 持 す る よ う に な っ て い る 。 尚 、 こ の ヒ ー タ と し て は 、 電
気 ヒ ー タ や ヒ ー ト ポ ン プ 等 を 使 用 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 こ こ で 設 定 さ れ る 海 水 温 度 は 、 ２ ０ ℃ に 限 ら ず 、 １ ０ ～ ４ ３ ℃ の 範 囲 内 の 所 定 温
度 に 管 理 さ れ る 。 こ の 温 度 範 囲 は 、 牡 蠣 の 生 理 活 性 （ プ ラ ン ク ト ン や 酸 素 を 取 り 込 む た め
の 運 動 ） が 行 わ れ る 範 囲 で あ り 、 こ の 範 囲 に 海 水 温 度 を 管 理 す る こ と に よ り 、 牡 蠣 の 内 部
を 水 が 常 時 通 過 す る こ と か ら 、 こ の 水 流 に よ っ て 牡 蠣 内 の ノ ロ ウ イ ル ス を 牡 蠣 外 に 排 出 さ
せ る こ と が で き る よ う に し て い る 。 つ ま り 、 海 水 温 度 が １ ０ ℃ 未 満 で あ る と 、 牡 蠣 の 生 理
活 性 が 行 わ れ な く な り 、 ノ ロ ウ イ ル ス の 排 出 が で き な く な っ て し ま い 、 海 水 温 度 が ４ ３ ℃
を 越 え る と 、 牡 蠣 の タ ン パ ク 質 に 熱 変 性 が 生 じ て し ま っ て 生 理 活 性 に よ る ウ イ ル ス 排 出 動
作 が 不 能 に な る 。 こ の た め 、 海 水 温 度 は １ ０ ～ ４ ３ ℃ の 範 囲 内 に 管 理 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 上 述 の 如 く 構 成 さ れ た 浄 化 シ ス テ ム １ に お け る 牡 蠣 の 浄 化 動 作 は 以 下 の と お り で あ る 。
先 ず 、 浄 化 槽 ２ へ 牡 蠣 を 投 入 す る 前 に 、 こ の 浄 化 槽 ２ へ の 海 水 供 給 動 作 が 行 わ れ る 。 こ の
動 作 は 、 海 水 導 入 管 ３ １ に 備 え ら れ た ポ ン プ ３ ３ が 起 動 し 、 こ の ポ ン プ ３ ３ か ら 汲 み 上 げ
ら れ た 海 水 が 、 濾 過 装 置 ３ の 内 部 に 導 入 さ れ 、 中 空 子 膜 を 通 過 す る こ と に よ り 不 純 物 が 濾
過 さ れ た 後 、 濾 過 水 供 給 管 ３ ２ を 経 て 浄 化 槽 ２ 内 に 供 給 さ れ る 。 そ し て 、 所 定 量 の 海 水 が
浄 化 槽 ２ に 貯 留 さ れ た 時 点 で ポ ン プ ３ ３ を 停 止 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 そ の 後 、 浄 化 槽 ２ へ 所 定 個 数 の 牡 蠣 を 投 入 す る 。 こ れ と 同 時 に 電 解 装 置 ４ 及 び 加 温 装 置
５ を 起 動 す る 。 つ ま り 、 電 解 装 置 ４ で は 、 海 水 取 り 出 し 管 ４ １ に 備 え ら れ た ポ ン プ ４ ３ が
起 動 し 、 浄 化 槽 ２ と の 間 で 海 水 を 循 環 さ せ な が ら 、 こ の 海 水 を 電 解 水 に 生 成 し て い く 。 ま
た 、 こ の 電 解 装 置 ４ の 内 部 で は 海 水 に 対 し て 紫 外 線 照 射 装 置 ６ か ら 紫 外 線 照 射 が 行 わ れ 、
殺 菌 や 滅 ウ イ ル ス が 行 わ れ る 。 一 方 、 加 温 装 置 ５ で は 、 海 水 取 り 出 し 管 ５ １ に 備 え ら れ た
ポ ン プ ５ ３ が 起 動 し 、 浄 化 槽 ２ と の 間 で 海 水 を 循 環 さ せ な が ら 、 こ の 海 水 を ２ ０ ℃ の 温 水
に 生 成 し て い く 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ の よ う な 作 動 状 態 を 継 続 す る こ と に よ り 、 浄 化 槽 ２ の 内 部 で は 、 ２ ０ ℃ に 温 度 管 理 さ
れ た 電 解 水 中 に 牡 蠣 が 生 息 し た 状 態 と な る 。 こ の た め 、 牡 蠣 は 、 そ の 生 理 活 性 に よ り 浄 化
槽 ２ 内 の 電 解 水 を 殻 内 に 取 り 込 む と 共 に 、 殻 内 の 電 解 水 を 排 出 す る 。 つ ま り 、 水 中 の プ ラ
ン ク ト ン を 濾 し 取 る と 共 に 酸 素 を 吸 収 す る た め の 繊 毛 運 動 を 行 う 。 こ れ に よ り 、 電 解 水 は
牡 蠣 の 内 部 を 通 過 す る こ と に な り 、 こ の 通 過 に 伴 っ て 牡 蠣 内 の ノ ロ ウ イ ル ス は 水 流 と 共 に
牡 蠣 の 外 部 に 排 出 さ れ 、 牡 蠣 の 内 部 の 浄 化 が 行 わ れ る 。 ま た 、 こ の 排 出 さ れ た ノ ロ ウ イ ル
ス は 電 解 水 に 常 時 接 触 し た 状 態 と な り こ の 電 解 水 の 作 用 に よ っ て 死 滅 す る 。 こ の た め 、 殻
内 に 新 た に 取 り 込 ま れ る 電 解 水 内 に 存 在 す る ノ ロ ウ イ ル ス 数 も 低 減 さ れ 、 ノ ロ ウ イ ル ス の
感 染 価 を 大 幅 に 低 下 さ せ る こ と が 可 能 に な る 。 本 形 態 で は 、 こ の 浄 化 動 作 を ２ ０ 時 間 程 度
継 続 し て 行 う よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 （ 第 ２ 実 施 形 態 ）
　 次 に 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 本 形 態 に 係 る 浄 化 シ ス テ ム １ は 、 電 解
装 置 ４ を 備 え て い な い 点 が 上 記 第 １ 実 施 形 態 の も の と 異 な っ て い る 。 つ ま り 、 浄 化 槽 ２ 内
の 海 水 の 温 度 管 理 の み に よ っ て 牡 蠣 の 浄 化 を 行 う よ う に し た も の で あ る 。 従 っ て 、 こ こ で
は 、 海 水 の 温 度 管 理 に つ い て の み 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
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　 図 ２ に 示 す 本 形 態 に 係 る 浄 化 シ ス テ ム １ で は 、 加 温 装 置 ５ が 、 海 水 温 度 を ２ ０ ～ ４ ３ ℃
の 範 囲 内 の 所 定 温 度 に 管 理 す る よ う に し て い る 。 具 体 的 に は ３ ０ ℃ に 設 定 し て い る 。 こ こ
で 設 定 さ れ る 海 水 温 度 は 、 ３ ０ ℃ に 限 ら ず 、 ２ ０ ～ ４ ３ ℃ の 範 囲 内 の 所 定 温 度 に 管 理 さ れ
る 。 こ の 温 度 範 囲 は 、 牡 蠣 の 生 理 活 性 （ プ ラ ン ク ト ン や 酸 素 を 取 り 込 む た め の 運 動 ） が 行
わ れ る 範 囲 の う ち 比 較 的 高 い 値 で あ る 。 こ の た め 、 牡 蠣 の 生 理 活 性 に よ る ノ ロ ウ イ ル ス の
排 出 動 作 を 行 わ せ な が ら も 、 牡 蠣 内 部 及 び 牡 蠣 外 部 の ノ ロ ウ イ ル ス に 温 水 を 接 触 さ せ る こ
と で 、 牡 蠣 内 の ノ ロ ウ イ ル ス 数 及 び 浄 化 槽 ２ 内 の ノ ロ ウ イ ル ス 生 存 数 を 削 減 す る こ と が で
き る 。 浄 化 水 を 上 記 温 度 に 管 理 す る 理 由 と し て 、 海 水 温 度 が ２ ０ ℃ 未 満 で あ る と 、 水 温 が
低 す ぎ て ノ ロ ウ イ ル ス を 死 滅 さ せ る こ と が で ず 、 海 水 温 度 が ４ ３ ℃ を 越 え る と 、 牡 蠣 の タ
ン パ ク 質 に 熱 変 性 が 生 じ て し ま っ て 生 理 活 性 に よ る ウ イ ル ス 排 出 動 作 が 不 能 に な る 。 こ の
た め 、 海 水 温 度 は ２ ０ ～ ４ ３ ℃ の 範 囲 内 に 管 理 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 本 形 態 に よ れ ば 、 ノ ロ ウ イ ル ス が 常 時 高 温 下 に 晒 さ れ る こ と に な り 、 こ の 温 水 か ら 受 け
る 熱 エ ネ ル ギ に よ っ て ノ ロ ウ イ ル ス は 活 性 を 失 い 、 そ の 後 、 死 滅 さ せ る こ と が 可 能 で あ る
。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 （ 剥 き 身 加 工 ）
　 次 に 、 上 述 し た 第 １ 実 施 形 態 ま た は 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 浄 化 シ ス テ ム １ に お い て 浄 化 さ
れ た 牡 蠣 を 剥 き 身 に 加 工 す る 際 に ウ イ ル ス の 感 染 価 を 低 下 さ せ る た め の 剥 き 身 加 工 に つ い
て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ の 剥 き 身 加 工 は 、 上 記 浄 化 後 に 浄 化 槽 ２ か ら 取 り 出 し た 牡 蠣 を 密 閉 容 器 内 に 入 れ 、 こ
の 密 閉 容 器 内 を ３ ０ ℃ 以 上 で ５ ０ ℃ 未 満 の 温 度 ま で 加 熱 し 、 且 つ 密 閉 容 器 内 の 圧 力 を １ ０
０ Ｍ Ｐ ａ 未 満 に 設 定 す る こ と に よ り 牡 蠣 を 開 殻 す る も の で あ る 。 つ ま り 、 牡 蠣 の 身 の タ ン
パ ク 質 に 生 じ る 熱 変 性 が 可 逆 的 な も の で あ る 限 界 温 度 以 下 の 温 度 ま で 加 熱 し 、 ま た 、 こ の
温 度 に お い て 牡 蠣 の 閉 殻 筋 と 外 殻 と の 接 合 部 分 が 外 れ る 圧 力 を 作 用 さ せ る よ う に し て い る
。 こ の よ う な 環 境 下 で 剥 き 身 加 工 す る こ と に よ っ て も 牡 蠣 の 内 部 の ノ ロ ウ イ ル ス を 死 滅 さ
せ る こ と が で き 、 ウ イ ル ス の 感 染 価 を 確 実 に 低 下 で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 具 体 的 に は 、 水 温 が ３ ０ ℃ の 場 合 に は 密 閉 容 器 内 の 圧 力 が ７ ０ Ｍ Ｐ ａ 程 度 で あ っ て も 開
殻 が 開 始 し 、 ま た 、 水 温 が ４ ０ ℃ の 場 合 に は 密 閉 容 器 内 の 圧 力 が ６ ０ Ｍ Ｐ ａ 程 度 で あ っ て
も 開 殻 が 開 始 し 、 更 に 、 水 温 が ５ ０ ℃ の 場 合 に は 密 閉 容 器 内 の 圧 力 が ５ ０ Ｍ Ｐ ａ 以 下 で あ
っ て も 開 殻 が 開 始 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 特 に 、 水 温 が ３ ０ ℃ の 場 合 に は 密 閉 容 器 内 の 圧 力 が ８ ０ Ｍ Ｐ ａ で あ っ て も ９ ５ ％ の 牡 蠣
が 開 殻 し 、 そ の 全 て が 脱 殻 ま で 至 る 。 ま た 、 水 温 が ４ ０ ℃ の 場 合 に は 密 閉 容 器 内 の 圧 力 が
７ ０ Ｍ Ｐ ａ で あ っ て も ９ ７ ％ の 牡 蠣 が 開 殻 し 、 そ の 全 て が 脱 殻 ま で 至 る 。 更 に 、 水 温 が ５
０ ℃ の 場 合 に は 密 閉 容 器 内 の 圧 力 が ６ ０ Ｍ Ｐ ａ で あ っ て も ９ ７ ％ の 牡 蠣 が 開 殻 し 、 そ の 殆
ど が 脱 殻 ま で 至 る 。 但 し 、 水 温 を ５ ０ ℃ と し た 場 合 、 牡 蠣 の 身 に 含 ま れ て い る タ ン パ ク 質
が 不 可 逆 的 な 熱 変 性 を 生 じ る 可 能 性 が あ る た め 、 こ の 温 度 域 で 開 殻 を 行 わ せ る こ と は あ ま
り 好 ま し く な い 。 実 際 に は 、 水 温 が ３ ０ ℃ ～ ４ ５ ℃ の 範 囲 で 開 殻 率 が ９ ５ ％ 以 上 と な る 圧
力 域 を 使 用 す る こ と が 好 ま し い 。 例 え ば 、 水 温 が ３ ０ ℃ の 場 合 に は 密 閉 容 器 内 の 圧 力 を ８
０ Ｍ Ｐ ａ に 設 定 し 、 ま た 、 水 温 が ４ ０ ℃ の 場 合 に は 密 閉 容 器 内 の 圧 力 を ７ ０ Ｍ Ｐ ａ に 設 定
し 、 更 に 、 水 温 が ４ ５ ℃ の 場 合 に は 密 閉 容 器 内 の 圧 力 を ６ ５ Ｍ Ｐ ａ 程 度 に 設 定 す る 。 こ れ
ら の 場 合 に は 、 殆 ど の 牡 蠣 が 開 殻 だ け で な く 脱 殻 ま で 至 る の で 、 密 閉 容 器 か ら 取 り 出 し た
牡 蠣 に 対 し て 脱 殻 作 業 を 行 う 必 要 は 殆 ど な い 。 ま た 、 殆 ど の 牡 蠣 を 脱 殻 ま で 至 ら せ る 必 要
が 無 く 、 開 殻 の み を 行 わ せ れ ば よ い 場 合 に は 、 も う 少 し 低 い 温 度 及 び 低 い 圧 力 を 牡 蠣 に 作
用 さ せ れ ば 済 む 。 尚 、 こ の 開 殻 の み を 行 わ せ た 場 合 で あ っ て も 、 既 に 、 牡 蠣 の 閉 殻 筋 と 外
殻 と の 接 合 部 分 は 外 れ 易 い 状 態 に な っ て い る の で 、 脱 殻 作 業 は 極 め て 容 易 に 行 え る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
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　 － 実 験 例 －
　 上 述 し た 各 実 施 形 態 の 効 果 を 裏 付 け す る た め に 行 っ た 実 験 の 結 果 に つ い て 以 下 に 説 明 す
る 。 上 述 し た よ う に 、 ノ ロ ウ イ ル ス は 、 人 の 腸 管 細 胞 で し か 増 殖 し な い た め 、 そ の 培 養 環
境 を 実 現 す る こ と が 難 し く 、 未 だ 培 養 技 術 は 確 立 さ れ て い な い 。 こ の た め 、 本 発 明 の 発 明
者 ら は 、 代 替 ウ イ ル ス に つ い て 検 討 し 、 こ の ノ ロ ウ イ ル ス の 代 替 ウ イ ル ス と し て ネ コ カ リ
シ ウ イ ル ス を 使 用 し て 実 験 を 行 っ た 。 つ ま り 、 牡 蠣 の 内 部 に ネ コ カ リ シ ウ イ ル ス を 取 り 込
ま せ た 状 態 （ 例 え ば 数 百 個 の 取 り 込 み 個 数 ） で 浄 化 判 定 を 行 っ た 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 ３ は 、 ネ コ カ リ シ ウ イ ル ス の 温 度 安 定 性 に 関 す る 実 験 結 果 で あ る 。 こ の 実 験 で は 、 浄
化 槽 ２ の 水 温 を ５ ℃ 、 １ ０ ℃ 、 ２ ０ ℃ 、 ３ ７ ℃ に そ れ ぞ れ 設 定 し た も の に 対 し 、 ウ イ ル ス
感 染 価 の 時 間 的 変 化 を 計 測 し た 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 こ の 図 ３ か ら 分 か る よ う に 浄 化 槽 ２ の 水 温 が ２ ０ ℃ を 越 え る と 、 短 時 間 で ウ イ ル ス 感 染
価 を 大 幅 に 低 下 さ せ る こ と が で き る こ と が 確 認 で き た 。 つ ま り 、 上 記 第 ２ 実 施 形 態 に お い
て 管 理 さ れ る 温 度 の 設 定 範 囲 の 裏 付 け が で き た こ と に な る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 ４ は 、 ネ コ カ リ シ ウ イ ル ス の 電 解 水 感 受 性 に 関 す る 実 験 結 果 で あ る 。 こ の 実 験 で は 、
浄 化 槽 ２ 内 の 海 水 と し て 残 留 塩 素 濃 度 ０ ． ２ ３ ｍ ｇ ／ Ｌ の 電 解 水 を 使 用 し 、 ウ イ ル ス 感 染
価 の 時 間 的 変 化 を 計 測 し た 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 こ の 図 ４ か ら 分 か る よ う に 、 処 理 時 間 と し て １ 分 が 経 過 し た 時 点 で ウ イ ル ス 感 染 価 は ２
桁 を 越 え る 減 少 が 確 認 で き た 。 つ ま り 、 上 記 第 １ 実 施 形 態 に お い て 電 解 水 を 使 用 し た こ と
の 効 果 が 裏 付 け で き た こ と に な る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 図 ５ は 、 ネ コ カ リ シ ウ イ ル ス の 紫 外 線 感 受 性 に 関 す る 実 験 結 果 で あ る 。 こ の 実 験 で は 、
ネ コ カ リ シ ウ イ ル ス を 含 む 海 水 に 対 し て 紫 外 線 を 照 射 し 、 そ の 照 射 量 と ウ イ ル ス 感 染 価 と
の 関 係 を 計 測 し た 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 こ の 図 ５ か ら 分 か る よ う に 、 紫 外 線 を 照 射 す る こ と に よ り ウ イ ル ス 感 染 価 は 低 下 す る こ
と が 確 認 で き た 。 特 に 、 照 射 量 が 多 い ほ ど ウ イ ル ス 感 染 価 の 低 下 割 合 は 大 き く な っ て い る
。 つ ま り 、 上 記 第 １ 実 施 形 態 に お い て 海 水 に 紫 外 線 を 照 射 し た こ と の 効 果 が 裏 付 け で き た
こ と に な る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 図 ６ は 、 高 水 圧 下 で の ネ コ カ リ シ ウ イ ル ス の 安 定 性 に 関 す る 実 験 結 果 で あ る 。 こ の 実 験
で は 、 牡 蠣 を 剥 き 身 に す る に 際 し 、 ４ ０ ℃ の 環 境 下 に お け る 環 境 圧 力 を ０ Ｍ Ｐ ａ 、 ８ ０ Ｍ
Ｐ ａ 、 ２ ０ ０ Ｍ Ｐ ａ 、 ３ ０ ０ Ｍ Ｐ ａ に そ れ ぞ れ 設 定 し た も の に 対 し 、 処 理 時 間 ５ 分 と し た
場 合 の ウ イ ル ス 感 染 価 を 計 測 し た 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 こ の 図 ６ か ら 分 か る よ う に 、 環 境 圧 力 が 高 い ほ ど ウ イ ル ス 感 染 価 は 低 下 す る こ と が 確 認
で き た 。 つ ま り 、 上 述 し た 条 件 下 で の 剥 き 身 加 工 に よ っ て も ウ イ ル ス の 感 染 価 を 低 下 さ せ
る こ と が で き る こ と が 裏 付 け で き た こ と に な る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 － そ の 他 の 実 施 形 態 －
　 以 上 説 明 し た 各 実 施 形 態 は 牡 蠣 を 浄 化 す る た め の 浄 化 方 法 、 浄 化 判 定 方 法 及 び 浄 化 装 置
と し て 本 発 明 を 適 用 し た 場 合 に つ い て 説 明 し た 。 本 発 明 は こ れ に 限 ら ず 、 そ の 他 の 二 枚 貝
（ 浅 蜊 や 帆 立 貝 な ど ） を 浄 化 す る た め の 浄 化 方 法 、 浄 化 判 定 方 法 及 び 浄 化 装 置 と し て 適 用
す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ま た 、 上 述 し た 各 実 施 形 態 に 係 る 浄 化 シ ス テ ム １ に お け る 濾 過 装 置 ３ に も 電 極 を 内 装 し
て お き 、 こ の 濾 過 装 置 ３ 内 に お い て も 電 解 水 が 生 成 さ れ る 構 成 と し て も よ い 。
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【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ０ 】
【 図 １ 】 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 浄 化 シ ス テ ム の 全 体 構 成 の 概 略 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 浄 化 シ ス テ ム の 全 体 構 成 の 概 略 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 ネ コ カ リ シ ウ イ ル ス の 温 度 安 定 性 に 関 す る 実 験 結 果 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 ネ コ カ リ シ ウ イ ル ス の 電 解 水 感 受 性 に 関 す る 実 験 結 果 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 ネ コ カ リ シ ウ イ ル ス の 紫 外 線 感 受 性 に 関 す る 実 験 結 果 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 高 水 圧 下 で の ネ コ カ リ シ ウ イ ル ス の 安 定 性 に 関 す る 実 験 結 果 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ １ 】
１ 　 　 　 浄 化 シ ス テ ム （ 浄 化 装 置 ）
２ 　 　 　 浄 化 槽
４ 　 　 　 電 解 装 置 （ 電 解 手 段 ）
５ 　 　 　 加 温 装 置 （ 温 度 調 整 手 段 ）
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

(10) JP 2005-295820 A 2005.10.27



【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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